
■パブリックコメントの実施結果 

 

○実施期間 

令和５年９月２０日（水）～令和５年１０月１９日（木）（３０日間） 

 

○ご意見をいただいた方の人数及びご意見の件数 

・インターネット   ３人１７件 

（その他の方法によるご意見の提出はありませんでした。） 

 

○ご意見への対応 

① ご意見を踏まえて案の修正を検討するもの                           １２件 

② 今後の参考にするもの                                        ４件 

③ ご意見の趣旨や内容について、考え方を盛り込み済みであるもの              ０件 

④ その他                                                  １件 

 

 

○いただいたご意見の概要及び市の対応 

番号 ご意見 市の考え方 対応 

1 毎年暮れに市から配布される「正月に

貼る賀正ポスター(紙門松）」についてで

す。 

 町内会からすべての世帯へ配布ように

配られますが、自分宅や隣宅でも貼らず

に無駄にしています。暮れになると悩まし

い出来事の一つです。そのことについて、

少額とは言えども全世帯配布となれば無

駄な税金につながります。 

 他の自治体では、廃止、希望者のみ、サ

イトからのダウンロード等工夫をしていると

ころもあるようです 

 削減できるものは可能な限り行って頂き

たく、よろしくお願いいたします 

 いただいたご意見は、担当部

署へ共有させていただきます。 

④ 



2 本八幡南口が汚い。階段下からロータ

リーの点検をお願いします。適宜、清掃の

かたを雇用するなり何らかの方法で改善し

てください。 

 南八幡のしろばら公園の雑草が伸び放

題です。園児も遊ぶ場所です。是非、保

安含め清潔衛生な公園にしてください。 

 本計画に基づき、適切に住

環境の整備を進めてまいりま

す。 

なお、ご意見は担当部署と

共有し、今後の参考とさせてい

ただきます。 

② 

3 全体的に好印象を受けました。  ご意見ありがとうございます。 ② 

4 Ｐ２ 平成 16 年→平成 16 年（余白があ

る） 

 ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

① 

5 Ｐ２ DX は年配の方等には分からない

ので、何の略語か脚注が欲しいです。デ

ジタルトランスフォーメーションとカタカナ

にするだけでなく日本語での解説が欲し

いです。 

 本文中又は資料編におい

て、用語の解説等を明記いた

します。 

① 

6 Ｐ３ R5～１４→R5～14  ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

① 

7 Ｐ５ 「現在の基準値」の意味が分かりま

せんでした。 

 本文中又は資料編におい

て、用語の解説等を明記いた

します。 

① 

8 Ｐ５ 「年少」「生産年齢」「老年」が何歳

を指しているのか注釈があると分かりやす

いと思いました。 

 本文中又は資料編におい

て、用語の解説等を明記いた

します。 

① 

9 Ｐ６ 本文の「住宅確保用配慮者世帯

数」は「住宅確保に配慮が必要な世帯数」

にしたほうが分かりやすいと思いました。 

 ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

① 



10 Ｐ７ 「雇用型テレワーカー」の意味は年

配の方等は分かるでしょうか。また、テレワ

ーク、テレワーカーなど、本ページだけで

はないですが（例：カーボンニュートラル、

スクラップ＆ビルド）、カタカナや略語（例：

ＰＰＰ／ＰＦＩ）はできるだけ日本語で解説し

ていただきたいです。分かっているだろう

と思える言葉でも、意外と分かっていない

ことが多いと思います。 

 本文中又は資料編におい

て、用語の解説等を明記いた

します。 

① 

11 Ｐ７ 「住み替え支援」か「住替え支援」

か統一された方が良いと思います。 

 ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

① 

12 Ｐ８ 「住宅ストック数」の解説が必要に

思います。 

 本文中又は資料編におい

て、用語の解説等を明記いた

します。 

① 

13 Ｐ１０ 「既存ストック重視への転換」の意

味が分かりにくいと思いました。 

 ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

①  

14 Ｐ１０ 「一方～」で「中古住宅」と「既存

住宅」を使い分けている理由は何でしょう

か。どちらかに統一された方が読みやす

いと思いました。 

 ご指摘の箇所について、所

要の修正を行います。 

①  

15 Ｐ１９ オレンジ、赤、青など色を使い分

けていますが、色弱者には区別しにくいと

思いました。市が作成する刊行物はカラ

ーユニバーサルデザインの考えを取り入

れたら良いと思いました。 

 カラーユニバーサルデザイン

の考え方に基づき、色に頼ら

なくても情報が得られるよう修

正します。 

①  

16 Ｐ２８ 災害ハザードエリアにおける開発

等抑制の施策において、是非、巨大なビ

オトープを作る等、自然環境を取り戻す取

組をして頂きたいです。治水・排水対策の

面でも有効であると考えます。 

 本計画に基づき、適切に施

策を進めてまいります。 

②  

17 Ｐ４９ 樹林地や農地の保全について、

千葉市の川戸の森で起きたようなことが起

きないような対策を期待しています。 

ぜひ、東京にはない、自然が豊かな市

川らしさを残して頂きたいです。よろしくお

願いいたします。 

 本計画に基づき、適切に施

策を進めてまいります。 

② 




